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ならない。 

また、何らかのシステム障害が発生した場合においても診療に重大な支障が無い最低限

の見読性を確保するための対策も考慮に含める必要がある。 

ネットワークを通じて外部に保存する場合は、これらのことに適切に対応することに加

えて、外部保存先の機関の事情により見読性が損なわれることを考慮に含めた十分な配慮

が求められる。その際には、「4.2 責任分界点について」を参考にしつつ、予め責任を明確

化しておき、速やかなる復旧が図られるように配慮しておく必要もある。 

これらのことに配慮していても万が一、保存していた情報がき損した場合等は、可能な

限り速やかな復旧に努め、「診療」、「患者への説明」、「監査」、「訴訟」等の要求に応える見

読性の確保を図らなければならない。 

 

 C．最低限のガイドライン 

（1） 情報の所在管理 

紙管理された情報を含め、各種媒体に分散管理された情報であっても、患者毎の情

報の全ての所在が日常的に管理されていること。 

 

（2） 見読化手段の管理 

電子媒体に保存された全ての情報とそれらの見読化手段は対応づけて管理されて

いること。また、見読手段である機器、ソフトウェア、関連情報等は常に整備されて

いること。 

 

（3） 見読目的に応じた応答時間 

目的に応じて速やかに検索表示もしくは書面に表示できること。 

 

（4） システム障害対策としての冗長性の確保 

システムの一系統に障害が発生した場合でも、通常の診療等に差し支えない範囲で

診療録等を見読可能とするために、システムの冗長化や代替え的な見読化手段を用意

すること。 

 

 D．推奨されるガイドライン 

【医療機関等に保存する場合】 

（1） バックアップサーバ 

システムが停止した場合でも、バックアップサーバと汎用的なブラウザ等を用いて、

日常診療に必要な最低限の診療録等を見読することができること。 

 

（2） 見読性確保のための外部出力 


